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日本海大和堆産魚類＊

南部久男')・木戸芳2)・梨田一也3)・矢部衛4)・南卓志毒

RecordsofFishesfromYamatoBank,theJapanSea

HisaoNambu1),KaoruKido2)､KazuvaNashida3>,MamoruYabe‘!)andTakashiMinami5j

Atotalof218specimensoffishescollectedfromYamatoBankintheJapanSeawas

examinedTwentyspecleswererecordedinYamatoBank・Lyα)dgs〃”/s"伽ﾉwwas

anewrecordintheJapanSea．

はじめに

日本海の大和堆は日本海の中央部に位置し，

近年は，その資源面から注目されている海域

である。本海域の魚類相は，開洋丸による「日

本海総合研究」の一環として調査されたのが

最初であり（水産庁調査研究部，1970)，その

中の深海生物，特に魚類に関する調査結果は

尾形他（1973）によって報告されている。ま

た，近年では日本海区水産研究所により，本

海域の水産資源に関する調査が1987年より継

続して行われ，その一部はすでに報告されて

いる(梨田，1990)。本海域の魚類相は，この

ような水産資源的な側面からの調査によって

報告されているが，ゲンゲ科やクサウオ科の

ように分類の困難なグループが含まれるため≦

正確な魚類相の把握にはいたっていないと思

われる。

今回，日本海区水産研究所によって調査収

集された標本を精査した結果，本海域の底生

魚類相の概要がほぼ明らかとなったと思われ

るので報告する。

材料と方法

調査した標本は1987年から1991年にかけて

日本海区水産研究所資源管理部底魚資源研究

室が但州丸及び陽光丸でトロールにより調査

採集したものである｡底引き水深の幅は約290

mから650mである。なお,大和堆の最浅部は

247mである。昭和63年の調査海域や調査方

法の詳細は梨田（1990）に報告されている。

同定に用いた標本は調査採集された一部で，

合計218点である。確認された魚種のうち，尾

形他（1973）によって報告された魚種の採集

水深の幅を生息水深の参考にした（表1）。

結果及び考察

5目11科の計20種の魚類が確認された（表

1）。その内，ゲンゲ科で最も多い5種が，次

にカレイ科の3種が確認された。ゲンゲ科は

大和堆からはアゴゲンゲ，クロゲンゲ，ノロ

ゲンゲ等が報告されている（尾形他，1973；

梨田，1990)。今回確認されたマツバラゲンゲ

（図1）は日本海から報告がなく，日本海初
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記録と思われる。本種は主にオホーツク海に

生息する比較的新しく新種記載された種で

(Toyoshima,1985)，大和堆では水深310-590

mで採集された。クサウオ科は大和堆から正

確な同定はされていない4グループが報告さ

れているが(尾形他，1973)，今回はイサゴビ

クニンとザラビクニンの2種が確認されたに

過ぎない。富山湾で確認されているクサウオ

科魚類の内，大和堆で確認された2種の他に

ビクニン，クサウオ，アパチャンが大和堆と

同程度の水深で確認されている（南部・木戸≦

1990)。カジカ科魚類，カレイ科魚類，ハタハ

タ，スケトウダラは大和堆からはすでに報告

されている魚種である。ネズミギンポは不明

種として扱われていた（梨田，1990)。

確認された魚種を益田他（1984）による分

布域から分類すると大きく次のように分けら

れると思われる。

1)日本海北部，オホーツク海，ベーリング海

ドブカスベ，フサカケギンポ，ネズミギン

ポ，ニラミカジカ，イサゴピクニン，マツ

パラケンゲ

（マツバラゲンゲの日本海における分布は

不明であるが，便宜上ここに含めた｡）

2）日本海，オホーツク海，ベーリング海

ノロゲンゲ，クロゲンゲ，アゴゲンゲ

3）日本海，東北･北海道の太平洋岸，オホー

ツク海，ベーリング海

スケトウダラ，ハツメ，セッパリカジカ，

ザラビクニン，アカガレイ，ウロコメガレ

イ，ヒレグロ

4）日本海，東北･北海道の太平洋岸，オホー

ツク海，ベーリング海，アラスカ湾

ハタハタ，コンペイトウ

5）日本海中部海域

アシナガゲンゲ

以上のように，大和堆の魚類相は，日本海

から北方海域に分布を示すものが大部分で，

アシナガゲンゲー種のみ日本海中部海域の固

有種が生息する。また，3)に含めたセッパリ

カジカは，近似種コブシカジカ〃"ん“CO""s

zo"z""sBean,と混同されることがあり，日

本海以外の分布記録については再調査する必

要があると考えられ，本種は日本海の固有種

である可能性もある。Nishimura（1968）は≦

日本海の深海魚類相は，一次性深海魚をほと

んど欠く代わりに，北方海域由来の二次性深

海魚から成立していると述べており，分布域

からみると大和堆の魚類相は，この説を支持

すると考えられる。

蝉具・雪醐雌胤…i“

図1．マツバラケンケLymJ“MzjS"“噸ノ（TOYA-Pi-8473，全長26.5cnl）
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表1日本海大和堆産魚類

軟骨魚網Chondrichthyes

エイ目Rajiformes

ガンギエイ科Rajidae

l・ドブカスベBaihy,”zsﾉ"""01ﾉノ（SoldatovetPavlenko）307-390m：310-1035m

硬骨魚綱Osteichthyes
タラ目Gadiformes

タラ科Gadidae

2．スケトウダラThg7rZg噸c〃α/“9m"""a（Pallas）307-390m：310-750m

スズキ目

ハタハタ科

3．ハタハタ

Perciformes

Trichodontidae

Aγa0sm”sノ“0"z“s（Steindachner･）375m：545-1220m

タウエガジ科

4．フサカケギンポ

5．ネズミギンポ

Stichaeidae

B”OgOjcﾉ"hys“"""s

Lzf脚p”泥"α／0"g"0s〃zs

(JordanetSnyder）310-390m：－
(EvermannetGouldsborough）375-390m：－

ケンケ科Zoarcidae

6．アゴゲンゲ姥か0s(､伽"〃"amvα"花"sjsKatayama310-590m：545-1220m

7．アシナガケンケLym昨s/〃0噸“sMatsubaraetlwai392-595m：－
8．マツバラゲンゲLym“s抑ajs"伽7mToyoshima310-590m：－
9．クロケンケLv“此s〃α〃〃"z"”（Tanaka）310-590m：545-585m：－

10.ノロゲンケA"0/”is加"α"成JordanetHubbs310-500m：310-1220m

カサゴ目Scorpaeniformes

フサカサゴ科Scorpaenidae
ll､ハツメS的“/gsoz(）sjo"／（JordanetThompson）310-390m：310m

カジカ科Cottidae

l2,ニラミカジカTγ“OPss“”“sGilbert310-458m：3101T

ウラナイカジカ科Psychrolutidae

l3･セツパリカジカ〃α〃CO“""sg池69γSakamoto310-44()m：310-1220m

ダンゴウオ科

14．コンペイトウ

15.ホテイウオ

CvcloDteridae

Ez"”cγ0/γβ獅"s6〃"〃iPopov

A〆0の〔．/"s“"〃z“s"s（Pallas》：

458m：一

一：545-1100m

クサウオ科Liparididae

l6・ザラビクニンCaﾉ””c/"s〃江cﾉﾊ“maGilbertetBurke

l7・イサゴビクニンL肋α"s“〃““sjSSchmidt310-392m

404-440m：（310-110()、）

カレイ目Pleuronectiformes

カレイ科Pleuronectidae

l8,アカガレイHipPog/0sso〃9s‘"〃"sSchmidt310-390m：310-370m
19.ウロコメガレイA“加加PS“敗如“Cs〃〃WSchmidt310-390m：310-370m

20.ヒレグロG”/“"内α〃ss彫"g”（Schmidt）310-390m：310-440m

（注）学名の後の数字は収集水深を示し、左は今回のデータにより、右は尾形他（1973）によった。な
お、尾形他（1973）ではクサウオ類は同定されておらず、多獲されているものをザラビクニンとみなし
参考水深とした。
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謝辞

日本海区水産研究所資源管理部底魚資源研

室金丸信一室長には多大なご支援を賜った。

北海道大学水産学部尼岡邦夫教授には，日頃

より日本海の魚類相についてご教示を賜り，

小柳貢博士にはマツバラゲンゲの同定をして

頂き，ゲンゲ類についてご教示賜った。これ

らの方々に厚くお礼申し上げる。

した。データは，登録番号，個体数（括弧

内)，緯度経度，採集水深，採集年月日の順に

記した。19890101は1989年1月1日を示す。

富山市科学文化センターの魚類標本の登録の

分類区分はToyamaScienceMuseum-

Pisces；（略号；TOYA－Pi）であるが，目録

中では省略した。標本は全て富山市科学文化

センターにホルマリン漬けで収蔵している。
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軟骨魚綱Chondrichthyes

エイ目Rajiformes

ガンギエイ科Rajidae

ドブカスベazihy“/tzs伽"抑”』（Soldatov

etPavlenko）

6872(1)，19870417：7616（1），310-390

,,19880925

硬骨魚綱Osteichthyes

タラ目Gadiformes

タラ科Gadidae

スケトウダラT〃"てzgmc〃α/CO9噸加沈α

（Pallas）

6921-6922(2)，310-390,,19880925

スズキ目Perciformes

ハタハタ科Trichodontidae

ハタハタAγc酌sα〕P"sノヒZPo加蝿s（Steinda‐

chner）

7603-7604(2)，375,,19900615

タウエガジ科Stichaeidae

フサカケギンポBryozOjc"伽ﾉs〃s""《s

（JordanetSnyder）

6888-6889(2)，310-390,,19880925；7576

-7578(3)，375,,19900615：7579(1)，310

-390,,19900615；7822（1），39.21.3'N

134.55.9′E，354-364,,19910616

日本海大和堆産魚類目録

目録中に掲載された種の配列，和名，学名

は益田他（1984)，Toyoshima（1985）を参照 ネズミギンポ〃"”“21〃/0"gか0sかis

７
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8475(3)，3751,（EvermannetGouldsborough）

7575(1)，460,,19900616：7815(1)，139

1.2′N，134.16.2′E，371-375,,19910617 クロゲンゲLycOmgs〃α“柳z"”（Tanaka）

7241-7242(2)，392,,19900614；7243-

7244(2)，590,,19900617；7538（1），

19870417；7539-7540(2)，310-390,,

19880925；7565(1)，392,,199()0614；7816

－1818(2)，39.12′N，134°16.2′E，371－

375,,1991061：7825-7826(2)，39.1.2'N，

134.16.2′E，371-375,,19910619：7838-

7840(3)，300-400,,19870419

ケンケ科Zoarcidae

アゴゲンゲ彫かOSC〃沈堀"α加yα加g"szs

Katayama

7245（1），590，，19900617；7510－

7512（3），392，，19900614；7513－

7520(8)，19880925；7521-7527(7)，590

,,19900617；7557(1)，19870417：7558-

7560(3)，310-390,,19880925：7567－

7568（3），409，，19900613；7572－

7574(3)，590,,19900617：7819(1)，39．

1．2'N，134.16.2'E,371-375,,19910619；

7821(1)，39.19.6′N，134．49．1′E,437-

458,,19910617；7823-7824(2)，39．1．2′

N，134°16.2′E，371-375,,19910619

ノロゲンゲA"0/gP応ル0J〃〃JjJordaneI

Hubbs

6927-6929(3)，310-390,,19880925；7562

-7564（3），392，，19900614；7976-

7985（10)，400-500,,19870417

カサゴ目Scorpaeniformes

フサカサゴ科Scorpaenidae

ハツメSg6as彫so”Sm"』（Jordan

Thompson）

6918-6920(3)．310-390,,19880925

アシナガケンケLyc”Cs/tzpO加伽s

Matsubaraetlwai

7528-7529(2)，392,,19900614

7537（8），590，，19900617

8485（10），495，，19890421

8489（4），398，，19890421

8499（10)，595,,19890425

et

7530－

8476

8486

8490 カジカ科Cottidae

ニラミカジカTγ増ﾉ”sscep"“sGilbert

7247（1），392，，19900614；7600－

7601（2），310－390，，19880925：

7602（1），409,,19900613；7811（1），36°

19'N，134.49.1'E,435-458,,19910617；

7820（1），39．1．2'N,134.16.2'E,371-375

,,19910619；7841（1），375,,19900615

ﾏﾂﾊ゚ ﾗｹ゙ ﾝゲLycomgs加ajs況加池iToyo‐

shima

7239－7240（2），19900615：7541－

7550（10)，375,,19900615；7551（1），

19870417；7552－7555（4），375，，

19900615；7556（1），19870417：

7561（1），310－390，，19880925；

7566（1），409，，19900613：7569－

7571（3），590，，19900617；7827－

7832(6)，39.1.2'N,134.16.2'E,371-375

,,19910619；7834-7837(4)，39．12'N，

134°16.2′E，371-375,,19910619：8473-

ウラナイカジカ科Psychrolutidae

セッパリカジカ〃tz〃““〃zｲsg池6”Saka－

Inoto

7580-7581(2)，392,,19900614：7582-

7585（4），409，，19900613：7586－

7589(4)，310-390,,19880925：7590-

ワ
ー



南部久男・木戸芳・梨田一也・矢部術・南卓志

7599（10)，404-440,.19870417

ダンゴウオ科Cyclopteridae

コンペイトウE況獅icγ0〃g加況s6〃"〃j

Popov

7833(1)，39.19.6′N，134.49.1′E,437－

458,,19910617

ホテイウオAがOCyc/"s”"かj“s"s(Pallas）

6871(1)，19870417

クサウオ科Liparididae

ザラビクニンC””γ0c〃s＃、c血ysO瓶a

GilbertetBurke

6930-6933(4)，404-440,,19880925

7605（1），392,,19900614

イサゴビクニンL幼α”so〔ﾌﾙ0花邦sis

Schmidt

6978(1)，310-390,,19880925；7606-

7607（2），392，，19900614；7608‐

7615(8)，375,,19900615

カレイ目Pleuronectiformes

カレイ科Pleuronectidae

アカガレイHゅ加gﾉOssOid“ α"6〃s

74

Schmidt

7087-7089(3)，310-390,,1988092E

ウロコメガレイA”""z”sα”〃“Cs〃邦yj

Schmidt

7090-7092(3)，310-390,,19880925；

7233(1)，19870417：7235-7238(4)，

19900614

ヒレグロG”勿c”んα“s彪舵γj(Schmidt〉

7093-7096(8)，310-390,,19880925；7283

-7284(2)，375,,19900601

追記

本稿の印刷の段階で，日本海のセッパリカ

ジカに関して下記の報告がなされた。

Shinohara,G,M､Yabe,K､AmaokaandT、

Meguro，1992．Apsychrolutid，

〃"伽““""sg必62γ,collectedfromthe

mesopelagiczoneoftheSeaofJapan，

withcommentsonitsintraspecific

variation･Japan.J,Ichthyo1.,38(4):419

-424.


